
令和３年度南会津町教育委員会重点施策
【教育大綱】＜次世代の地域を担う人材の育成＞

Ⅰ自ら学ぶ人を育みます

Ⅱ町を愛し，協働の心を持った思いやりのある人を育みます

Ⅲ伝統文化の保存と継承に努め，心豊かな人を育みます

【めざす児童・生徒像】

◎目標に向かって，自ら学び，進んで行動できる児童・生徒

◎互いの人格を尊重し，思いやりと規範意識をもった児童・生徒

◎心身ともに健康で，自他の生命を尊重できる児童・生徒

◎郷土愛と協働心に満ち，友達や地域社会に貢献できる児童・生徒

本年度の重点目標

＜「よく考える子」の重点目標＞

伝え合い，主体的に学ぶ子ども

＜「思いやりのある子」の重点目標＞

明るく，礼儀正しく行動する子ども

＜「たくましい子」の重点目標＞

心と体を鍛える子ども
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《学校・家庭・地域・関係機関との連携・支援》
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学 校 教 育 目 標

思いやりのある子（徳）

よく考える子（知）

たくましい子（体）

＜福島県の総合教育計画＞
“ふくしまの和”で奏でる，こころ豊かなたくましい人づくり“

基本目標１ 知・徳・体のバランスのとれた，社会に貢献する自立した人間の育成
基本目標２ 学校，家庭，地域が一体となった教育の実現
基本目標３ 豊かな教育環境の形成

＜南会津教育事務所「指導の重点」＞
～ 郷土を愛し，夢や希望をもってともにたくましく生きる子どもの育成 ～

「確かな学力」～○確かな学力のためＲＰＤＣＡサイクルの確立○日々の授業の充実○学びを生かす場の活性化

「豊かな心」 ～○道徳教育の推進○生徒指導の充実○体験活動の充実

「健やかな体」～○体力向上の推進○食育・健康教育の充実○学校安全の充実

児童の実態

保護者の願い

子どもへの願い
○ きめられたことをきちんと行うことが

できる。

○ 明るく素直であり，相手を思いやっ

た行動や言葉遣いに気をつけることが

できる。

○ 自己肯定感が低い児童が見られる。

○ 肥満傾向の児童がみられる。

○ 主体的に学び自分の考えを伝え

ることができる子ども。

○ 自分の考えや行動に自信を持っ

て活動ができる子ども。

○ 元気よくあいさつができ，友だちを

大切にできる子ども。

○ 主体的に運動する子ども。

○ 自然をよさを感じ取ることができる子ども
○ 協力・助け合いのできる子ども
○ 礼儀正しく，善悪の判断ができる子ども

教 師 像

学 校 像

○ 子どものあこがれの教師 ○ 常に，子どもに寄り添う教師

○ 協力・助け合い・思いやりのある教師 ○ 子どもに学びを保障する教師

○ 自らが学びの環境であることを自覚し，努力する教師

○ 夢を持ち，夢を語り，夢の実現に向かって教師力を磨く教師

「みんなと活動することが楽しい」「みんなと学ぶことが楽しい」学校の実現のために，
相手を思いやり，みんなが協働し合う学校を目指す。

【具体的な実践事項】 【具体的な実践事項】

１ 基本的な生活習慣の定着

（１）心を育てる言動の育成

（２）基本的なマナーやルールなどの生活習慣の定着

２ 思いやりの心の育成

（１）「特別の教科 道徳」の授業の充実

（２）一人の人間として尊重される人間関係の醸成

３ 体験活動の推進

（１）積極的に郷土を愛する活動への取り組み

（２）体験を通し主体的に活動する子どもの育成

１ 健康的な生活習慣の確立

（１）肥満とむし歯予防の保健指導の充実

（２）家庭と連携した衛生習慣の形成

２ 自ら進んで体を鍛える児童の育成

（１）運動の日常化と習慣化

（２）目標の達成をめざした記録の累積

３ 安心・安全に活動できる学校

（１）安心・安全を図る学校体制の確立

（２）地震・火災・交通事故防止等に関する指導の取組み

【到達目標】 【到達目標】
・元気なあいさつ ・チャイム前着席 ・あいさつ名人

・ボランティア活動の実施

・肥満予防とむし歯治療 ・早寝早起き朝ご飯

・運動身体づくりプログラムの自校化と登下校の安
全

思いやりの心を育てる

【具体的な実践事項】
１ 指導力の向上

（１）「指導１５分以内，学び３０分以上」の授業の充実

（２）指導力向上をめざす現職教育と特別支援教育の推進

２ 学びの習慣の育成

（１）主体的な「わかる」「できる」授業

（２）主体的に取り組む家庭学習習慣の育成

３ 伝え合う力の育成

（１）国語・外国語教育の推進

（２）互いに自分の考えを伝え合う場の設定

【到達目標】
・児童の学びの時間３０分以上 ・一人一研究授業

・主体的な学習準備 ・発表回数１日５回以上


